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八八
千千
代代
文文
化化
施施
設設
フフ
ォォ
ルル
テテ
でで

おお
ここ
なな
わわ
れれ
たた
女女
性性
のの
健健
康康
づづ
くく
りり
講講
演演
会会
のの
ロロ

ビビ
ーー
でで
はは
、、
胸胸
のの
模模
型型
をを
使使
っっ
たた
乳乳
がが
んん
のの
しし
ここ

りり
をを
確確
認認
すす
るる
展展
示示
なな
どど
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
参参
加加

者者
はは
、、
しし
ここ
りり
をを
探探
すす
ココ
ツツ
をを
聞聞
きき
なな
がが
らら
月月
１１

回回
のの
自自
己己
検検
診診
のの
大大
切切
ささ
をを
学学
んん
でで
いい
まま
しし
たた
。。

((

関関
連連
記記
事事
1133
ペペ
ーー
ジジ))
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施施

策策

●
支
所
利
活
用

支
所
周
辺
の
施
設
も
含
め
た

｢

支
所

利
活
用
計
画｣

に
沿
っ
て
、
計
画
的
に

施
設
の
整
備
改
修
ま
た
は
機
能
の
転
換

な
ど
を
図
り
ま
す
。

●
幹
線
道
路
網
の
整
備

地
域
高
規
格
道
路

｢

東
広
島
高
田
道

路

(

向
原
吉
田
道
路)｣

は
、
吉
田
町

側
の
用
地
補
償
業
務
を
ほ
ぼ
完
了
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
22
年
度
は
、
向

原
町
正
力
地
区
の
用
地
補
償
交
渉
に
着

手
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
の
公
共
交
通
体
系
の
整
備

移
動
手
段
を
持
た
な
い
お
年
寄
り
な

ど
の
移
動
を
保
障
す
る
た
め
、
昨
年
10

月
か
ら
美
土
里
町
、
高
宮
町
及
び
甲
田

町
の
一
部
地
域
で
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム

｢

お
太
助
ワ
ゴ
ン｣

、｢

も
や
い
便｣

、

｢

と
ろ
っ
こ
便｣

の
運
行
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

市
民
の
移
動
を
従
来
の
交
通
手
段
に

あ
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
移
動

ニ
ー
ズ
に
交
通
手
段
を
あ
わ
せ
る
抜
本

的
な
改
革
で
す
。
原
則
、
ド
ア
か
ら
ド

ア
へ
の
運
行
と
し
、
市
民
の
通
院
や
買

物
を
主
体
に
利
便
性
を
図
る
も
の
で
す
。

平
成
22
年
度
は
、
利
用
目
的
に
通
院

や
買
物
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
へ
の
参
加
も
加
え
、
10
月
か
ら
市
内

全
域
に
拡
大
し
、
本
格
運
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
情
報
基
盤
の
整
備

合
併
時
に
導
入
し
た
電
算
シ
ス
テ
ム

が
老
朽
化
し
、
シ
ス
テ
ム
に
障
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

22
年
度
に
全
面
的
な
更
新
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
、
テ
レ

ビ
放
送
が

｢

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送｣

に
完
全
移
行
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
難
視

聴
地
域
の
共
同
受
信
施
設
の
改
修
や
新

た
な
難
視
地
区
へ
の
共
同
受
信
施
設
の

整
備
を
支
援
し
、
市
内
全
域
で
テ
レ
ビ

を
安
定
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
対
策

を
講
じ
ま
す
。

●
災
害

想
定
地
震
ご
と
に
揺
れ
の
度
合
い
や

危
険
度
を
表
示
し
た

｢

地
震
防
災
マ
ッ

プ｣

と
、
集
中
豪
雨
の
際
の
災
害
危
険

箇
所
を
示
す
よ
り
分
か
り
や
す
い

｢

洪

水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

の

作
成
も
検
討
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
災

害
区
分
ご
と
に
危
機
管
理
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
パ
タ
ー
ン
化
し
、
職
員
は
も
と

よ
り
、
市
民
に
迅
速
に
情
報
伝
達
で
き

る
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

●
防
犯
対
策

防
犯
灯
は
、
犯
罪
の
抑
止
と
地
球
温

暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
、
緊
急
性
と
公

共
性
の
高
い
箇
所
よ
り
順
次
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

(

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド)

化
を
促
進
し
ま

す
。

●
下
水
道
事
業

建
設
を
進
め
て
い
ま
す

｢

し
尿
処
理

施
設

安
芸
高
田
清
流
園｣

は
、｢

循

環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画｣

に
基

づ
き
、｢

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー｣

と
し
て
、
平
成
22
年
度
末
に
完
成
予
定

で
す
。
平
成
23
年
度
の
稼
動
に
向
け
、

試
験
運
転
な
ど
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
住
宅
対
策
の
充
実

国
の
方
針
に
よ
り
、
既
に
廃
止
が
決

定
し
て
い
る
雇
用
促
進
住
宅
は
、
入
居

者
の
生
活
不
安
な
ど
の
影
響
が
非
常
に

大
き
い
た
め
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
検

討
し
た
結
果
、
市
が
取
得
し
、
引
続
き

管
理
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
は
、
平
成
21
年
度
に
取

得
し
た
吉
田
郡
山
宿
舎
、
甲
田
宿
舎
に

続
い
て
、
吉
田
宿
舎
80
戸
を
取
得
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
定
住
対

策
や
雇
用
対
策
な
ど
、
本
市
の
地
域
活

性
化
の
た
め
、
有
効
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
く
危
険
度
の

高
い
、
吉
田
町
新
町
、
西
土
手
並
び
に

向
原
町
向
ヶ
丘
住
宅
の
３
団
地
の
公
営

住
宅
は
、
平
成
22
年
度
に
廃
止
・
除
却

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
入
居
者
の

円
滑
な
移
転
に
努
め
、
移
転
後
の
跡
地

利
用
は
、
公
園
な
ど
の
市
民
の
い
こ
い

の
広
場
と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●
葬
斎
場
整
備

既
存
の
火
葬
場
の
老
朽
化
が
著
し
く
、

早
期
に
建
設
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
、
事
業
推
進

に
努
め
ま
す
。

平
成
22
年
度
は

｢

環
境
影
響
調
査｣

を
引
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、｢

旧

吉
田
町
環
境
セ
ン
タ
ー｣

の
解
体
並
び

に
敷
地
造
成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
平

成
23
年
度
の
建
設
を
目
途
に
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
地
域
振
興
会

32
の
地
域
振
興
会
に
は
、
地
域
の
活

力
に
つ
な
が
る
多
様
な
取
組
み
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
住
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
踏

ま
え
、
情
報
の
公
開
・
提
供
を
基
本
と

し
て
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
平
成
22
年

度
は
、
市
と
地
域
振
興
会
の
役
割
や
支

援
体
制
の
あ
り
方
な
ど
を
総
合
的
に
調

査
検
討
し
ま
す
。

3

平
市長
厳

行と
す｡

平成21年10月から運行している ｢お太助ワゴン｣

が
市
長
に
就
任
し
て
、
今
年
は

任
期
４
年
の
折
り
返
し
の
年
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
は
可
能
な

限
り
現
場
に
足
を
運
び
、
市
民
の
皆
様

と
の
対
話
を
進
め
、
本
市
が
抱
え
る
様
々

な
問
題
・
課
題
の
把
握
に
努
め
、
就
任

時
に
公
約
し
た
政
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
鋭
意
努
力
を
傾
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
陰
を
持
ち
ま
し

て
、
一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着

実
に
そ
の
実
現
の
運
び
を
み
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
皆
様
方

の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
市
が
お
か
れ
て
い
る
状

況
を
的
確
に
認
識
し
、
市
長
と
し
て
、

市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
市
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
来
の
世
界
的
規
模
の

経
済
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
我
が
国
も

極
め
て
厳
し
い
雇
用
・
経
済
情
勢
に
直

面
し
て
お
り
、
国
に
お
い
て
も
補
正
予

算
に
お
い
て
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
総
額

24
兆
円
規
模
の
緊
急
経
済
対
策
が
講
じ

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
元
中
小

企
業
や
零
細
事
業
者
の
受
注
に
資
す
る

よ
う
な｢
き
め
細
か
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業｣

な
ど
を
中
心
と
し
た
、
総
額
４

億
４
千
万
円
の
補
正
予
算
を
上
程
し
、

地
域
活
性
化
に
む
け
た
緊
急
経
済
対
策

を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
22
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
も
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
民
生
活
の
安

心
・
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
対

策
を
機
動
的
に
取
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
ん
だ
本
市
で
は
、

お
年
寄
り
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と
、

地
域
で
お
年
寄
り
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
が
急
務
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

若
者
定
住
対
策
が
最
重
点
課
題
で
す
。

子
育
て
支
援
、
就
労
対
策
な
ど
が
大
切

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄

り
の
移
動
手
段
の
確
保
や
健
康
維
持
の

施
策
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
将
来
の

人
材
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
外
国
人

の
方
と
共
に
地
域
づ
く
り
を
お
こ
な
う

｢

多
文
化
共
生｣

も
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
の
推
進
を
前
提
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に

｢

自
主
防
災｣

｢

自

主
福
祉

(

介
護)｣

へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、｢

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構

想｣

を
掲
げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
福
祉

の
知
識
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

行
政
も
し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
で

き
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
協
働
で
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
し
た
行
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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し
、
早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

て
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
換
金
な
ど

が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
や
元

気
な
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
も
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実

必
要
時
に
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
け

る
こ
と
が
で
き
る

｢

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
事
業｣

に
、｢

宿
泊
預
か
り｣

を
追
加
す
る
な
ど
、｢

24
時
間
保
育｣

へ
の
体
制
整
備
と
保
護
者
の
育
児
支
援

に
努
め
ま
す
。

放
課
後
児
童
対
策
も
、
児
童
館
・
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
時
間
を
延
長
し
、
子

育
て
家
庭
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
い

｢

向
原
こ
ば

と
園｣

は
、
平
成
22
年
度
に
園
舎
の
整

備
に
む
け
た
調
査
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

公
立
保
育
所
の
今
後
の
あ
り
方
や
、
保

育
所
及
び
幼
稚
園
の
機
能
を
一
体
化
し

た｢

認
定
こ
ど
も
園｣

の
創
設
、
ま
た
、

｢

民
設
・
民
営｣

の
手
法
も
視
野
に
入

れ
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

●
環
境
保
全
対
策

新
規
事
業
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

(

二
酸

化
炭
素)

削
減
に
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る｢

太
陽
光
パ
ネ
ル
発
電
シ
ス
テ
ム｣

の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、
助
成
制
度

を
新
た
に
創
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
野
菜
等
の
生
産
拡
大
推
進

野
菜
等
の
生
産
拡
大
推
進
は
、
広
島

北
部
農
協
の
掲
げ
る
５
年
後
の
販
売
高

55
億
円
を
目
指
す

｢

Ｇ
Ｏ
55

(

ゴ
ー
・

ゴ
ー
ゴ
ー)

作
戦｣

の
中
で
も
主
要
な

位
置
付
け
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
技
術

指
導
員
の
増
員
な
ど
営
農
支
援
体
制
の

強
化
と
と
も
に
、
年
間
を
通
じ
て
出
荷

可
能
な
農
産
物
の
生
産
を
推
進
し
ま
す
。

安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
や
産
直
市
、

さ
ら
に
は
整
備
予
定
の
統
合
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
の
供
給
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
産
地
消
を
推
進
し
、
農
業

振
興
に
よ
る
地
域
内
経
済
の
再
構
築
を

図
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に｢

地
産
地

消
行
動
計
画｣

を
策
定
し
、
市
内
農
産

物
の
安
定
生
産
、
流
通
、
消
費
の
方
針

を
示
し
、
地
域
内
経
済
の
還
流
と
食
農

教
育
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
農
産
物
の
販
売
体
制
強
化
を

推
進
す
る

｢

ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
展
開
事

業｣

を
、
引
続
き
展
開
す
る
と
と
も
に

産
地
化
を
強
化
し
、
販
路
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
広
島
北
部
農
協
と
連
携
し
て

｢

集
出
荷
施
設｣

を
平
成
22
年
度
に
整

備
し
ま
す
。

ま
た
、
国
の
大
き
な
農
業
政
策
の
転

換
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す

｢

米
の
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業｣

は
、
安
芸
高

田
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
を
核
と
し

て
、
広
島
北
部
農
協
と
連
携
の
も
と
、

推
進
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
畜
産
振
興

家
畜
防
疫
の
徹
底
と
防
疫
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
22
年
度
は

新
規
事
業
と
し
て
、
牛
の
異
常
出
産
防

止
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
高
宮
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
21
年
度
よ
り

｢

全
農
ひ
ろ
し
ま｣

を
運
営
母
体
と
す
る
完
熟
堆
肥

(

健け
ん

肥ぴ

堆
肥)

の
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
本
年

４
月
か
ら
は
本
格
的
な
販
売
を
開
始
す

る
こ
と
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
増
産
と
品
質
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
、
健
肥
堆
肥
の
購
入
に
対
し

て
は
、
新
規
に
助
成
制
度
を
設
け
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

●
農
業
基
盤
整
備

団
体
営

｢

甲
田
町
深
瀬
地
区｣

並
び

に

｢

吉
田
町
桂
地
区｣

を
継
続
実
施
す

る
と
と
も
に
、｢

甲
田
町
下
甲
立
地
区｣

を
新
規
地
区
と
し
て
、
事
業
推
進
し
ま

す
。｢

美
土
里
町
桑
田
地
区｣

は
、｢

有

害
鳥
獣
防
止
施
設
整
備
事
業｣

を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
新
設
し
ま
し

た

｢
地
域
農
道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業｣

は
、
引
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
有
害
鳥
獣
対
策

猟
友
会
と
の
連
携
に
よ
り
駆
除
に
努

め
ま
す
。
な
お
、
駆
除
班
の
高
齢
化
が

顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
後
継
者

育
成
の
観
点
か
ら
、
狩
猟
免
許
取
得
の

費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
防
護
柵
な
ど
の
設
置
費
用
は
、

広
島
北
部
農
協
や
農
業
共
済
組
合
の
助

成
制
度
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
活

用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
有
害
鳥
獣
が
嫌
う

｢

ゴ
マ｣

や

｢

ト
ウ
ガ
ラ
シ｣

な
ど
の

作
物
の
作
付
け
も
推
進
し
ま
す
。

●
観
光
・
交
流

本
市
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
神
楽
を
宣

伝
す
る
た
め
、
本
格
的
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作

成
し
、
広
く
市
内
外
に
情
報
発
信
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、｢

安
芸
高
田
市
魅
力
写
真
コ

ン
テ
ス
ト｣

を
企
画
し
、
広
く
応
募
を

受
付
け
、
市
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
土
師
ダ
ム
周
辺
整
備

土
師
ダ
ム
周
辺
は
、
市
を
代
表
す
る

憩
い
の
空
間
と
し
て
再
生
整
備
を
進
め
、

市
の
活
性
化
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、｢

土
師
ダ

ム
周
辺
整
備
基
本
構
想
検
討
委
員
会｣

を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
活
性
化
対
策

の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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平成22年度施政方針
Administrative policy

●
教
育
の
充
実

平
成
21
年
度
か
ら
、
全
て
の
小
学
校

３
・
４
年
生
を
対
象
に
、
本
市
独
自
の

制
度
と
し
て
、｢

学
習
補
助
員｣

を
配

置
し
て
い
ま
す
が
、
学
習
習
慣
の
定
着

や
学
習
意
欲
の
向
上
、
基
礎
学
力
の
定

着
な
ど
に
、
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
平
成
22

年
度
も
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

な
お
、
基
礎
学
力
の
定
着
・
向
上
に

重
点
的
な
取
組
み
を
行
う
学
校
と
し
て
、

平
成
21
年
度
に
県
立
吉
田
高
校
並
び
に

向
原
高
校
の
２
校
が
、
広
島
県
教
育
委

員
会
よ
り
、｢

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル｣

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
と
し
て
も
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
学

習
環
境
な
ど
の
整
備
に
向
け
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

●
学
校
耐
震
化
の
取
組
み

｢

耐
震
化
優
先
度
調
査｣

で
危
険
度

が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
市
内
の
小
・
中

学
校
の
校
舎
及
び
体
育
館
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
計
画
的
に
耐
震
第
２
次
診
断

及
び
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

学
校
耐
震
化
は
、
膨
大
な
経
費
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
今
後
の
児
童
・
生
徒
数

の
推
移
な
ど
を
勘
案
し
つ
つ
、
平
成
22

年
度
中
に
策
定
予
定
の

｢

学
校
規
模
適

正
化
計
画｣

と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
全
校
完
全
学
校
給
食
の
実
現

保
育
所
、
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校

で
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
統
一
と
、

給
食
衛
生
管
理
基
準
に
適
応
し
、
安
全

性
を
確
保
し
た
施
設
と
し
て
、
３
、
１

０
０
食
が
供
給
可
能
な

｢

統
合
給
食
セ

ン
タ
ー｣
の
本
格
的
な
建
設
に
平
成
22

年
度
着
手
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
供

用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

●
文
化
の
振
興

｢

向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(
仮
称)｣

は
、
平
成
22
年
度
よ
り
、
施
設
整
備
に

向
け
た
本
格
的
な
調
査
に
着
手
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
が
完
成

す
れ
ば
、
各
町
に
文
化
活
動
や
生
涯
学

習
な
ど
の
活
動
拠
点
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
期
完
成
に
努

め
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
護

昨
年
11
月
に
確
認
さ
れ
た
甲
田
町
の

前
方
後
円
墳

(

甲
立
古
墳)

は
、
大
変

貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
22
年
度
よ
り
、
２
か
年
で
試
掘
調

査
を
実
施
し
、
規
模
・
構
造
を
確
認
後
、

国
や
県
の
史
跡
指
定
に
む
け
努
力
し
ま

す
。ま

た
、
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
は

｢

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館｣

に

名
称
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
別
館
と
あ
わ
せ

展
示
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
多
文
化
共
生

日
本
に
在
住
し
て
い
る
外
国
人
も
、

同
じ
地
域
の
住
民
と
し
て
、
お
互
い
に

認
め
合
い
、
共
に
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
こ
う
と
い
う
の
が
、｢

多
文
化
共
生｣

で
す
。

少
子
化
に
よ
る
日
本
人
人
口
の
減
少
、

高
齢
化
に
伴
う
介
護
需
要
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
我
が
国
は
、
介
護
士
な
ど
専

門
的
・
技
術
的
分
野
の
人
材
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
将
来
的
に
も
外
国
人
労

働
力
の
提
供
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
も
、
こ
う
し
た
人
材
を
将
来

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
、
今
後
、
大
き
な
課
題
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
も
、｢

多
文
化
共
生｣

の
理
念

を
広
く
市
民
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

の
周
知
啓
発
、
市
内
在
住
外
国
人
の
方
々

に
対
す
る
日
常
生
活
に
関
す
る
相
談
対

応
や
生
活
情
報
の
提
供
、
ま
た
地
域
の

祭
り
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
文
化
交

流
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、｢
人
権
多
文
化
共
生

推
進
室｣

を
設
置
し
、
各
人
権
会
館
と

も
連
携
し
、
人
権
推
進
施
策
と
あ
わ
せ

て
、｢

多
文
化
共
生
社
会｣

の
構
築
に

む
け
た
取
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

す
。

●
保
健
・
医
療
の
充
実

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
医
療
体
制
の
整
備
確
立

が
重
要
で
す
。
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る
Ｊ
Ａ
吉
田
総

合
病
院
と
も
連
携
し
、
救
急
医
療
体
制

の
整
備
や
医
師
不
足
な
ど
の
人
材
確
保

に
取
組
み
ま
す
。

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院
の

｢

休
日
・
夜

間
救
急
診
療
所｣

の
運
営
は
、
平
成
22

年
度
よ
り
、
医
師
会
の
協
力
に
よ
る
支

援
体
制
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
も
、
引
続
き
、
財
政

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

将
来
的
な
介
護
職
の
不
足
に
よ
り
、

高
齢
者
の
増
加
に
対
応
で
き
な
い
状
況

な
ど
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
互

い
が
支
え
助
け
あ
う

｢

共
助｣

の
考
え

を
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
普
及
す
る
た

め
、｢

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想｣

を
提

唱
し
、
平
成
21
年
度
よ
り
、
年
間
で
約

３
５
０
人
を
目
標
と
し
た
、｢

生
活
・

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業｣

や

｢

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業｣

、

｢

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

(

安
心
生
活
創

造
事
業)｣

な
ど
、
具
体
的
な
事
業
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
22
年
度
は
、
新
た
に

｢

お
太
助

ポ
イ
ン
ト
銀
行
事
業｣

の
検
討
を
開
始

4
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対
策
事
業
な
ど
の
増
加
で
す
。
ま
た
、
特

別
会
計
の
微
減
は
、
公
共
下
水
道
事
業
並

び
に
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の

事
業
費
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。
水
道

事
業
会
計
の
大
幅
減
は
、
甲
立
浄
水
場
移

設
事
業
が
平
成
21
年
度
で
、
ほ
ぼ
終
了
し

た
こ
と
が
要
因
で
す
。

平
成
22
年
度
は
、
合
併
し
て
７
年
目
の

年
と
な
り
ま
す
。
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普

通
交
付
税
の
合
併
特
例
加
算
措
置
は
、
合

併
11
年
目
の
平
成
26
年
度
か
ら
段
階
的
に

減
少
し
、
加
算
措
置
が
終
了
す
る
平
成
31

年
度
に
は
、
現
在
の
交
付
税
と
比
較
し
て
、

単
年
度
で
約
23
億
円
も
減
少
し
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
財
政
構
造
へ
の
転
換

と
公
共
施
設
の
統
廃
合
、
民
間
委
託
な
ど
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
徹
底
し
て
断
行
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。
所
得
税
、
酒

税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税

の
５
税
が
原
資
。

●
市
債

公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た
め

に
必
要
な
お
金
を
国
な
ど
か
ら
調
達

す
る
借
金
。

●
国
庫
支
出
金

市
が
行
な
う
仕
事
に
対
し
て
必
要

性
に
応
じ
て
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
お

金
。

●
県
支
出
金

市
が
行
な
う
仕
事
に
対
し
て
必
要

性
に
応
じ
て
県
か
ら
支
給
さ
れ
る
お

金
。

●
地
方
消
費
税
交
付
金

消
費
税
の
５
分
の
１
が
県
と
市
町

村
に
交
付
さ
れ
る
。
交
付
額
は
、
人

口
と
従
業
者
数
を
基
準
に
配
分
。

【歳出】用語解説

●民生費
社会福祉､ 身体障害者､ 高齢者､ 児童
福祉など福祉の全般的な経費｡
●公債費
市が借りたお金 (借金) の返済経費｡
●衛生費
保健事業に関係する経費､ 環境に関す
る経費｡
●総務費
企画､ 財政､ 電算処理､ 税の賦課・戸
籍・選挙など一般的な行政事務の経費｡
●教育費
幼稚園､ 小中学校など教育に関係する
経費と生涯学習や公民館､ 運動公園､ 資
料館などの経費｡
●土木費
道路や河川､ 公営住宅の建設・整備､
維持のための経費｡
●農林水産業費
農業､ 林業､ 水産業の振興のための経
費｡
●消防費
消防や火災予防に関係する経費｡
●議会費
議会の活動に必要な経費｡

会 計 別 予 算

会 計 名 予 算 額
一 般 会 計 231億7,400万円
特別会計 (合計 ) 100億8,586万7千円
国民健康保険特別会計 35億3,324万1千円
老人保健特別会計 25万7千円
後期高齢者医療特別会計 4億9,643万4千円
介護保険特別会計 36億2,916万4千円
介護サービス特別会計 4,612万5千円
公共下水道事業特別会計 5億1,391万円
特定環境保全公共下
水道事業特別会計 6億2,772万3千円

農業集落排水事業特別会計 3億8,926万5千円
浄化槽整備事業特別会計 2億6,497万3千円
コミュニティ・プラン
ト整備事業特別会計 1,015万9千円

簡易水道事業特別会計 5億6,080万2千円
飲料水供給事業特別会計 1,381万4千円
合 計 332億5,986万7千円

●企業会計

水 道 事 業 会 計 4億9,566万2千円
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平
成
22
年
度

予
算

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
２
３
１
億
７
、
４
０
０
万
円
で
、
前

年
度
予
算
と
比
べ
て
み
る
と
２
７
億
４
、
４
０
０
万
円

(

13
・
４
％
増)

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

景
気
の
悪
化
に
伴
う
個
人
・
法
人
所
得

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
市
税
が
２
億
８
、

９
６
０
万
円
も
減
額
す
る
と
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
今
後
の
財
政
運
営
は
厳
し
さ
が
増

す
と
思
わ
れ
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
認
識
し
つ
つ
も
、

雇
用
情
勢
や
経
済
情
勢
の
悪
化
に
対
し
、

市
民
生
活
の
安
定
確
保
を
最
優
先
に
、
市

と
し
て
取
組
む
べ
き
対
策
を
積
極
的
に
実

施
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
予
算
は
、
地
域
活
性
化
の

た
め
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
生
活
基
盤

の
整
備
を
は
じ
め
、
学
校
耐
震
化
対
策
な

ど
の
防
災
上
緊
急
を
要
す
る
事
業
、
子
育

て
支
援
対
策
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
障

害
者
支
援
対
策
、
定
住
促
進
対
策
、
地
球

温
暖
化
防
止
を
目
指
す
環
境
対
策
な
ど
の

事
業
に
重
点
を
置
き
、
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
２
３
１
億
７
、

４
０
０
万
円(

対
前
年
度
比
13
・
４
％
増)

、

12
の
特
別
会
計
は
合
計
１
０
０
億
８
、
５

８
６
万
７
千
円

(

対
前
年
度
比
０
・
２
％

減)
、
水
道
事
業
会
計
は
４
億
９
、
５
６

６
万
２
千
円(

対
前
年
度
比
31
・
０
％
減)

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
増
額
の
主
な
要
因
は
、
統

合
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
や
地
域
公
共

交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
事
業
、
葬
斎
場

整
備
事
業
や
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視

【
歳
入
】
用
語
解
説

●
自
主
財
源

市
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使

用
料
及
び
手
数
料
、
財
産
収
入
、
繰

入
金
、
諸
収
入
な
ど
、
自
主
的
に
収

入
す
る
財
源
。

●
依
存
財
源

地
方
交
付
税
、
市
債
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
地
方
譲
与
税
な
ど
、

自
主
財
源
以
外
の
収
入
。

●
市
税

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
市
が
課
税
徴

収
す
る
税
金
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金

保
育
料
や
特
定
の
事
業
に
対
す
る

収
入
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料

市
が
管
理
し
て
い
る
施
設
を
利
用

す
る
際
の
お
金
や
、
市
が
行
う
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
お
金
な
ど
。

●
繰
入
金

資
金
運
用
の
方
法
と
し
て
特
別
会

計
、
企
業
会
計
、
基
金
か
ら
、
受
け

入
れ
る
と
き
の
収
入
。

●
諸
収
入

預
金
の
利
子
や
貸
付
金
に
対
す
る

償
還
金
な
ど
。

●
地
方
交
付
税

ど
の
ま
ち
で
も
一
定
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
市
町
村
間
の

財
政
力
の
差
を
な
く
す
た
め
に
国
か
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■■人人とと環環境境ににややささししいいままちちづづくくりり■■多多彩彩なな生生産産とと交交流流のの
ままちちづづくくりり 保健・医療の充実

               

       

ＪＡ吉田総合病院の休日夜間救急センター
に対する財政支援

             

       

吉田総合病院の医療機器更新などに対する
助成

             

     

産科医などの処遇改善を図るため医療機関
などが支給する手当に対する補助

         

       

市内４個所の診療所運営事業

               

          

       

ジェネリック医薬品の利用を促進するため
のサービス

             

地域の互助を推進するため､ 市民に広
く介護技術・介護知識の普及を図り､
地域全体の介護力の向上を図る事業

            

     

要介護者の家族が介護方法や介護予防､
介護者の健康づくりなどの知識・技術
を習得するための教室

              

  

     

市指定講習を受講した方を介護サポー
ターとして認定し､ ボランティアの活
動者を養成する

            

     

２級ホームヘルパー資格取得講座受講
費の助成

           

       

在宅で支援を要する高齢者・障がい者
などに対する見守りや生活支援を行う

              

 

     

介護サポーターの行うボランティアに
対しポイントを給付し､ 貯まったポイ
ントが換金などできるしくみの創設

        

        

         

        

        

       

       

       

      

       

産業の振興

              

       

地域が実施する農道などの整備へ助成

         

         

有害鳥獣捕獲などに係る委託経費及び防護
柵設置

               

       

京都議定書の森林吸収目標達成のため､ 間
伐などの森林整備を実施

          

         

地産地消を推進し､ 農業振興による地域経
済の再構築を図るため､ 周知啓発活動及び
集出荷体制を整備

          

         

安芸高田市企業立地奨励金及び企業の誘致
に伴う立地条件整備

交流ネットワークづくり

               

     

土師ダム周辺の整備の基本構想を策定

                

     

神楽の魅力を発信するため､ プロモーショ
ンDVDを作成

           

     

市職員の窓口対応について､ 市民の満足度
を調査

         

         

施設の指定管理及び外郭団体の運営補助に
係る経費

              

     

ふるさと応援基金を活用し､ 小・中学校､
高齢者福祉施設へ備品を整備

        

       

        

       

       

         

         

         

      

         

社会全体で支える福祉の充実

               

         

特別養護老人ホーム高美園の空調・給湯設
備の改修

               

       

在宅で介護する家族のリフレッシュのため
の行事開催など

               

            

       

美土里・高宮地区などの認知症高齢者グルー
プホームや小規模多機能居宅介護事業所な
どの新設に対する補助

             

     

育児の一時預かりを支援する活動｡ 単価の
改定､ 時間延長や宿泊などのメニューの追
加

              

         

障害者の社会参加推進を目的とし､ 自立を
支援するため､ 施設で訓練などを実施

       

        

        

         

       

環境との共生

               

     

資源ごみ回収団体に対するリサイクル補助

               

             

家庭用太陽光発電機器設置などに対する補
助制度の創設

           

     

環境基本条例に基づき､ 今後の環境対策の
指針となる環境基本計画を策定

         

   

         

■■そそのの他他のの事事業業
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■■快快適適でで賑賑わわいいののああるるままちちづづくくりり■■心心豊豊かかでで創創造造性性にに
富富んんだだままちちづづくくりり 定住と交流の

ネットワークづくり

          

     

結婚相談員・コーディネーターによる結婚
支援､ 交流イベントなどの開催

               

    

         

既設の地上波デジタル放送共聴施設改修補
助

               

    

           

新しく難視となった地区の地上波デジタル
放送共聴施設整備補助

               

 

           

安芸高田市公共交通協議会への補助

               

       

備北交通・北広島町への生活バス路線維持
負担金

           

     

定住・交流による人口確保のため戦略的な
施策を検討

              

    

電話を利用した生活関連情報の提供を行う
｢テレドームサービス｣ の開始

              

       

基幹系電算システムの更新

          

         

市道継続４路線の道路整備を実施

             

           

県道改良４路線､ 道路維持20路線

          

         

除草､ 除雪､ 維持・補修など

安全で快適な生活環境の創造

            

       

消防団再編に伴う詰所・格納庫の改修整備

          

     

地震防災マップ､ 洪水ハザードマップを作
成

              

     

自主防災組織設立や資機材の購入補助

          

         

葬斎場建設予定地の環境影響調査や､ 建物
などの実施設計に着手

           

         

吉田宿舎 (２棟80戸) の譲受

         

         

老朽化のため､ 募集停止となっている市営
住宅の解体

           

            

汚泥再生処理センターの整備

        

       

小型合併浄化槽設置に対する助成事業､ 吉
田処理区公共下水道の整備､ 特定環境保全
公共下水道整備事業､ 市内に90基の浄化槽
を整備

         

           

八千代・美土里・向原給水区の整備

              

         

既存施設の除却工事など

         

       

     

     

        

         

          

        

       

     

       

        

         

         

       

       

       

     

        

     

       

子どもや女性が
生き生きと活動する環境づくり

          

           

中学３年生終了までの児童を養育する保護
者に対し､ 一律13,000円を支給

生涯学習社会の形成・
学校教育の充実

               

    

       

吉田・向原高校の各保護者会へ助成

           

          

学校給食調理場などを再編し､ ｢安芸高田
市統合給食センター｣ を整備

          

         

児童の学力を高めるため､ 授業中や放課後
の学習をサポートする ｢学習補助員｣ を全
小学校に配置

             

           

向原小､ 八千代中・甲田中屋体・吉田中屋
体を工事

               

         

     

向原町の生涯学習センターやこばと園の整
備について基本構想を策定

文化・スポーツ・
レクリエーションの振興

          

         

甲立古墳整備の一環として､ 試掘調査を行
い､ 遊歩道や案内看板などを設置

              

       

吉田サッカー公園の人工芝の張り替え

     

        

      

       

     

         

       

        

主要事業主要事業

※前年度の当初予算に計上されていない事業を 新規 としています｡
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坂
本

浩
章

(

吉
田
第
５
分
団
団
員)

山
際

洋
二

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

冨
田

博
司

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

井
上

哲
也

(

八
千
代
第
４
分
団
団
員)

毛
利

幹
夫

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

新
田

幸
男

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

谷
本

恵

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

古
田

真
一

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

桑
原

忠
司

(

美
土
里
第
３
分
団
班
長)

松
田

祐
生

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

佐
々
木
満
朗

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

藤
井

静
雄

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

勝

浩
樹

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

土
居

一
也

(

甲
田
機
動
隊
部
長)

山
田

雅
彦

(

甲
田
第
１
分
団
班
長)

若
宮

史
郎

(

甲
田
第
３
分
団
団
員)

秋
岡

正
法

(

甲
田
第
３
分
団
団
員)

児
玉

秀
之

(

甲
田
第
３
分
団
団
員)

的
場

寿
浩

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

迫
広

進
矢

(

甲
田
第
６
分
団
班
長)

国
広

康
徳

(

甲
田
第
６
分
団
団
員)

北
川

正
紀

(

甲
田
第
７
分
団
団
員)

和
田

篤
志

(

向
原
機
動
隊
班
長)

西
本

龍

(

向
原
機
動
隊
班
長)

幸
川

理

(

向
原
機
動
隊
団
員)

京
極

和
久

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

新
澤

優

(

向
原
第
２
分
団
団
員)

高
本

修

(

元
美
土
里
第
１
分
団
団
員)

小
原

政
義

(

元
甲
田
第
１
分
団
班
長)

●
10
年
以
上
勤
続
章

和
田

良
男

(

吉
田
第
１
分
団
団
員)

山
本

光
晴

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

武
田

勇
人

(

吉
田
第
４
分
団
団
員)

武
田

直
人

(

吉
田
第
４
分
団
団
員)

佐
久
間

博

(

吉
田
第
５
分
団
団
員)

益
原

辰
弥

(

吉
田
第
７
分
団
団
員)

竹
岡

克
美

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

大
上

英
樹

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

坂
口

滋

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

中
迫

大
介

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

中
迫

史
明

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

四
十
山
義
治

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

中
村

聰

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

桜
尾

宏
章

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

高
松

大
介

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

小
笠
原

諭

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

佐
伯

隆
昭

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

藤
本

悦
志

(

高
宮
機
動
隊
団
員)

延
藤

光

(

高
宮
第
３
分
団
副
分
団
長)

宮
本

伸
己

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

今
井

啓
次

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

末
廣

和
則

(

高
宮
第
４
分
団
団
員)

難
波

隆
宏

(

高
宮
第
５
分
団
団
員)

米
田

辰
彦

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

阪
本

則
臣

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

富
士
原
英
基

(

甲
田
第
１
分
団
班
長)

沖
田

伸
二

(

甲
田
第
６
分
団
団
員)

金
川

佳
寛

(

向
原
機
動
隊
班
長)

寺
川

壮
太

(

向
原
第
１
分
団
班
長)

己
斐

清
文

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

舩
川

順
司

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

岩
崎

開

(

向
原
第
２
分
団
団
員)

檜
山

貴
治

(

向
原
第
２
分
団
団
員)

【
安
芸
高
田
市
消
防
団
長
表
彰
】

〈
平
成
22
年
１
月
１
日
〉

●
５
年
以
上
勤
続
章

宗
山

健
治

(

吉
田
第
２
分
団
団
員)

佐
々
木
克
訓

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

岩
本

武
敏

(

吉
田
第
４
分
団
団
員)

渡
里

隆
男

(

吉
田
第
５
分
団
団
員)

村
本

嘉
雄

(

吉
田
第
７
分
団
団
員)

藤
井

孝
之

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

川
舛

裕
之

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

田
中

茂

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

古
本

悟

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

平
本

浩
章

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

浅
枝

繁
明

(

八
千
代
第
４
分
団
団
員)

住
田

一
幸

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

奥
原
祐
一
郎

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

佐
々
木
覚
朗

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

角
田

充
英

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

中
元

将
昭

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

田
中

要

(

高
宮
機
動
隊
団
員)

岩
見

孝
志

(

高
宮
機
動
隊
団
員)

熊
高

慎
二

(

高
宮
機
動
隊
団
員)

黒
田

浩
樹

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

小
笠
原

誠

(

高
宮
第
２
分
団
団
員)

吉
岡

月
美

(

高
宮
第
４
分
団
団
員)

柳
川

秀
人

(

高
宮
第
４
分
団
団
員)

石
樵

良
吉

(

高
宮
第
５
分
団
団
員)

篠
川

邦
男

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

末
廣

康
樹

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

青
木

高
美

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

井
上

志
朗

(

甲
田
機
動
隊
団
員)

徳
森

剣
司

(

甲
田
第
１
分
団
団
員)

山
田

幸
司

(

甲
田
第
２
分
団
団
員)

宮
本

篤
司

(

甲
田
第
２
分
団
団
員)

満
越

弘
樹

(

甲
田
第
２
分
団
団
員)

國
元

英
雄

(

甲
田
第
２
分
団
団
員)

原
重

最
大

(

甲
田
第
７
分
団
団
員)

岡
 

慎
治

(

向
原
機
動
隊
団
員)

出
田

広
志

(

向
原
機
動
隊
団
員)

川
口

慎
治

(

向
原
機
動
隊
団
員)

佐
竹

群
之

(

向
原
機
動
隊
団
員)

小
川

孝
治

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

石
見

正
哉

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

岸
川

亮
平

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

倉
田

英
治

(

向
原
第
３
分
団
団
員)

妻
田

洋
平

(

元
八
千
代
第
４
分
団
団
員)

橋
本

茂

(

元
高
宮
第
４
分
団
団
員)

 
 
 
 
 
 
 

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

〈
平
成
22
年
３
月
５
日
〉

●
永
年
勤
続
功
労
章

島
廣

正
行

(

本
部
副
団
長)

新
田

巧

(

本
部
副
団
長)

 
 
 
 
 

【
団
長
感
謝
状
】

○
平
成
21
年
３
月
31
日
退
団
者

青
原

敏
治

(

本
部
団
長)

佐
々
木
正
道

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

神
田

義
徳

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

浅
海

康
弘

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

○
平
成
21
年
６
月
30
日
退
団
者

住
吉

清
和

(

甲
田
第
６
分
団
班
長)

○
平
成
21
年
７
月
16
日
退
団
者

河
野

辰
男

(

高
宮
第
６
分
団
分
団
長)

○
平
成
21
年
12
月
31
日
退
団
者

入
迫

俊
二

(

吉
田
第
１
分
団
分
団
長)

山
根

孝
幸

(

吉
田
第
２
分
団
団
員)

西
名

良
治

(
吉
田
第
３
分
団
副
分
団
長)

門
出

剛

(

吉
田
第
６
分
団
団
員)

中
島

孝
浩

(

吉
田
第
７
分
団
団
員)

大
瀬
音
正
光

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

篠
田

信
宏

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

吉
川

晃
彦

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

妻
田

洋
平

(

八
千
代
第
４
分
団
団
員)

津
田

隆
弘

(

美
土
里
第
１
分
団
分
団
長)

寄
実
正
次
郎

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

藤
安

正
三

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

田
川

哲
夫

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

高
本

修

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

谷
本

敏
昭

(

美
土
里
第
３
分
団
班
長)

橋
本

茂

(

高
宮
第
４
分
団
団
員)

瀬
沢

唯
見

(

高
宮
第
５
分
団
副
分
団
長)

小
原

政
義

(

甲
田
第
１
分
団
班
長)

梶
間

忠
広

(

甲
田
第
２
分
団
団
員)

青
山

公
一

(

甲
田
第
６
分
団
団
員)

下
田

行
成

(

甲
田
第
７
分
団
班
長)

中
村

陽
一

(

甲
田
第
７
分
団
団
員)

米
金

誠
治

(

向
原
機
動
隊
団
員)

横
山

敏
秋

(

向
原
機
動
隊
団
員)

小
野

直
樹

(

向
原
第
１
分
団
副
分
団
長)

白
川

千
雪

(

向
原
第
１
分
団
班
長)

後

秀
和

(

向
原
第
２
分
団
団
員)

橋
本

浩
次

(

向
原
第
３
分
団
団
員)

塚
田

洋
介

(

向
原
第
４
分
団
団
員)

10

 
 
 
 
 

【
広
島
県
知
事
表
彰
】

〈
平
成
21
年
10
月
29
日
〉

●
優
良
消
防
団
員

佐
々
木

勉

(

本
部
副
団
長)

西
本

良
基

(

本
部
副
団
長)

境
江

芳
暢

(

本
部
分
団
長)

行
田
富
貴
雄

(

高
宮
第
６
分
団
分
団
長)

行
竹

眞
悟

(

甲
田
機
動
隊
分
団
長)

水
野
俊
太
郎

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

石
見

正
志

(

向
原
第
１
分
団
分
団
長)

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

〈
平
成
22
年
２
月
10
日
〉

●
功
績
章

佐
々
木

勉

(

本
部
副
団
長)

●
精
績
章

島
廣

正
行

(
本
部
副
団
長)

永
 

雄
二

(

本
部
副
団
長)

●
30
年
以
上
勤
続
章

隅
田

克
良

(

吉
田
第
１
分
団
分
団
長)

植
 

正
明

(

吉
田
第
１
分
団
班
長)

河
野

正
治

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

佐
々
木

靖

(

八
千
代
第
４
分
団
団
員)

大
野

義
信

(

美
土
里
第
２
分
団
班
長)

橋
川

浩
秋

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

山
広

正
見

(

美
土
里
第
４
分
団
班
長)

行
田
富
貴
雄

(

高
宮
第
６
分
団
分
団
長)

的
場

義
昭

(

向
原
機
動
隊
団
員)

塚
田

洋
介

(

元
向
原
第
４
分
団
団
員)

【
広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

〈
平
成
22
年
１
月
１
日
〉

●
功
績
章

永
 

雄
二

(

本
部
副
団
長)

森
野

佳
信

(

本
部
分
団
長)

朝
川

道
哉

(

吉
田
第
５
分
団
分
団
長)

吉
元

弘
三

(

向
原
第
３
分
団
分
団
長)

●
25
年
以
上
勤
続
章

聖
川

義
明

(

吉
田
第
４
分
団
副
分
団
長)

末
永

常
治

(

吉
田
第
４
分
団
部
長)

朝
川

道
哉

(

吉
田
第
５
分
団
分
団
長)

岡
本

隆
昭

(

吉
田
第
５
分
団
団
員)

川
本

正
明

(

吉
田
第
６
分
団
分
団
長)

今
谷

敏
昭

(

吉
田
第
７
分
団
分
団
長)

広
瀬

信
之

(

吉
田
第
７
分
団
団
員)

山
崎

哲
明

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

川
舛

一
弘

(

吉
田
第
８
分
団
副
分
団
長)

森
本

洋
二

(

八
千
代
第
３
分
団
部
長)

久
保

壽

(

八
千
代
第
４
分
団
副
分
団
長)

毛
利

洋
二

(

美
土
里
第
１
分
団
班
長)

岡
 

衛

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

佐
々
木
克
春

(

美
土
里
第
２
分
団
副
分
団
長)

下
田

数
芳

(

美
土
里
第
２
分
団
部
長)

岡
田

輝
昭

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

小
笠
原
勝
宏

(

美
土
里
第
３
分
団
分
団
長)

大
番

一
徳

(

高
宮
機
動
隊
部
長)

柘
植

幹
成

(

高
宮
第
３
分
団
部
長)

永
田

寿
司

(

甲
田
第
３
分
団
班
長)

北
村

賜
郎

(
甲
田
第
４
分
団
班
長)

川
 

誠
一

(
向
原
第
４
分
団
部
長)

益
原

睦
三

(

向
原
第
４
分
団
団
員)

入
迫

俊
二

(

元
吉
田
第
１
分
団
分
団
長)

田
川

哲
夫

(

元
美
土
里
第
１
分
団
団
員)

●
20
年
以
上
勤
続
章

河
本

圭
司

(

本
部
分
団
長)

高
藤

誠

(

本
部
分
団
長)

篠
田

勝
範

(

吉
田
機
動
分
団
団
員)

谷
川

親
弘

(

吉
田
第
１
分
団
副
分
団
長)

常
光

和
幸

(

吉
田
第
４
分
団
班
長)

内
山

信
雄

(

吉
田
第
６
分
団
団
員)

神
田

正
広

(

吉
田
第
７
分
団
部
長)

川
口

正
晴

(

八
千
代
第
２
分
団
分
団
長)

道
沖

浩

(

八
千
代
第
３
分
団
班
長)

柳
川

知
昭

(

八
千
代
第
４
分
団
部
長)

河
野

達
也

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

宇
丹

弘
文

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

伊
藤

良
治

(

高
宮
第
２
分
団
副
分
団
長)

小
田

政
則

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

松
野

博
志

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

今
田

和
宏

(

高
宮
第
６
分
団
班
長)

岸
岡

茂
己

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

国
司

秀
信

(

甲
田
機
動
隊
班
長)

多
川

輝
昭

(

甲
田
第
２
分
団
部
長)

光
實

和
之

(

甲
田
第
３
分
団
班
長)

玉
井

克
佳

(

甲
田
第
４
分
団
副
分
団
長)

関
川

祐
治

(

甲
田
第
５
分
団
班
長)

沖
田

茂
樹

(

甲
田
第
６
分
団
班
長)

中
本

文
昭

(

向
原
機
動
隊
団
員)

末
木

義
裕

(

向
原
第
２
分
団
分
団
長)

梶
川

誠

(

向
原
第
３
分
団
団
員)

●
15
年
以
上
勤
続
章

竹
内

正
樹

(

吉
田
機
動
分
団
団
員)

日
野
原

繁

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

森
本

貞
彦

(

吉
田
第
７
分
団
団
員)

井
木

一
樹

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

谷
口

健
司

(

八
千
代
第
２
分
団
班
長)

升
田

強

(

八
千
代
第
３
分
団
分
団
長)

田
川

哲
也

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

鈴
木

克
生

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

道
沖

義
輝

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

外
輪

勇
三

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

小
笠
原
義
和

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

下
杉

嘉
基

(

美
土
里
第
４
分
団
部
長)

有
間

孝
次

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

松
長

義
樹

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

谷
川

正
博

(

高
宮
第
３
分
団
班
長)

橋
本

治
郎

(

高
宮
第
３
分
団
班
長)

泉

安
秀

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

大
元

昌
彦

(

高
宮
第
４
分
団
班
長)

上
田

正
幸

(

高
宮
第
６
分
団
班
長)

原
田

和
雄

(

甲
田
第
１
分
団
班
長)

益
田

真
司

(

甲
田
第
２
分
団
団
員)

辰
己

貞
雄

(

甲
田
第
４
分
団
部
長)

田
村

浩
司

(

甲
田
第
４
分
団
班
長)

下
田
秀
太
郎

(

甲
田
第
７
分
団
班
長)

川
井

光
雄

(

甲
田
第
７
分
団
班
長)

小
畠

充
博

(

向
原
第
２
分
団
副
分
団
長)

下
川

耕
平

(

向
原
第
２
分
団
班
長)

梶
間

忠
広

(

元
甲
田
第
２
分
団
団
員)

青
山

公
一

(

元
甲
田
第
６
分
団
団
員)

【
広
島
県
消
防
協
会

安
芸
高
田
支
部
長
表
彰
】

〈
平
成
22
年
１
月
１
日
〉

●
功
績
章

黒
田

貢
一

(

本
部
分
団
長)

佐
々
木

武

(

吉
田
第
２
分
団
団
員)

吉
川

陽
樹

(

吉
田
第
２
分
団
団
員)

岩
田

巌

(

吉
田
第
２
分
団
団
員)

中
村

義
治

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

山
本

克
三

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

岡
崎

正
喜

(

吉
田
第
４
分
団
団
員)

塚
本

真
樹

(

吉
田
第
４
分
団
団
員)

          
          

３月７日 (日) 安芸高田消防ヘリポー
トで､ 安芸高田市消防出初式が行われ
ました｡ 消防団員や消防署員495人に
よる分列行進のほか､ 永年の功績があっ
た団員に表彰状が贈られました｡
また､ みどりの森保育所とひまわり
保育所の幼年消防クラブによるアトラ
クションや､ 自主防災会によるバケツ
リレーなどが行われました｡



鮭の稚魚５万匹を放流
第16回夢ふたたび江の川ー鮭よ帰ってこいー
３月７日 (日) 高宮町川根の梶矢橋付近の長瀬川で､ ｢第

16回夢ふたたび江の川ー鮭よ帰ってこいー｣ が開催されまし
た｡ 環境保護などの関心を高めてもらうために､ 環境ＮＰＯ
江の川鮭の会､ 江の川水系漁撈文化研究会､ 江の川漁業組合､
安芸高田市､ 三次市の共催で毎年開催され､ 川根小学校の児
童や地域の方たちが､ 立派に大きくなって帰ってきてほしい
との願いをこめながら､ 鮭の稚魚５万匹を放流しました｡ 会
場では､ 昨年､ 江の川を100キロものぼってきた大きな鮭も
展示されていました｡

卒業しても自分の分身は学校に
吉田小６年生が自画像制作
吉田小学校では､ 大正２年から児童が卒業記念として自画
像制作をおこなう取り組みが続いています｡ 今年も２月25日
(木) に､ ６年生62人が自画像制作をおこないました｡ 児童
の指導は､ 昨年に引き続き､ 八千代の丘美術館に入館されて
いた三桝正典先生がされました｡ 本校卒業生として浜田市長
が招かれ､ 当時の自画像制作の思い出やその時代のことなど
を話されました｡ 児童たちは､ 三桝先生に輪郭の書き方や絵
の具で色を作るコツなどを教えてもらい､ 思い通りに描ける
とうれしそうにしていました｡
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乳がんは早期発見・早期治療がなによりも大切
女性の健康づくり講演会
３月13日 (土) 八千代文化施設フォルテで､ 女性の健康づく

り講演会が開催されました｡ 講師には､ 乳がんを体験し現在は
乳癌患者友の会 ｢きらら｣ 世話人代表を務める中川圭さんを迎
えて､ ｢決して他人事ではない乳がん｣ との演題で講演されま
した｡
乳がん体験者として､ 啓発活動に力を入れられている中川さ

んは､ 日本人女性20人に１人が乳がんになる確率があると話さ
れ､ ｢だれがなっても不思議ではなく､ 自分もなるかもしれな
いという意識を持つことです｡ 乳がんは早期発見で90％以上が
治る病気です｡ そのために月１回の自己検診と年１回の医療機
関での検診を受けてください｣ と強く呼びかけられていました｡

差別のない社会になってほしい
人権講演会
２月21日 (日) 向原若者センターで､ 人権講演会が開催され

ました｡ 講師に作家で東京家政大学特任教授の落合恵子さんを
迎えて､ ｢こころの居場所｣ との演題で講演されました｡ 落合
さんは､ ｢ひとつの差別がなくなると､ また新しい差別がうま
れている｡ 平和は差別が残っていると実現しない｣ と､ 差別が
繰り返される現状などを話されました｡ また､ 自身の介護体験
から ｢年老いた母が､ 病気で言葉が分からないはずなのに､ や
さしい言葉をかけると表情が和らいだ｡ お年寄りが長生きして
よかったと思え､ 子どもが生まれてきてよかったと思える社会
になったら｣ と､ 体験から得たメッセージを会場の皆さんに伝
えようと､ 感情のこもったやさしい語り口調で話されました｡
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400年にわたり継承されてきたお笑いのお芝居
茂山狂言鑑賞会
２月21日 (日) クリスタルアージョで､ 茂山狂言鑑賞会が

開催されました｡ 江戸時代から続く茂山千五郎家により

｢二人
ふたり

袴
ばかま

｣ と ｢棒
ぼう

縛
しばり

｣ の２つの演目が演じられました｡ 初め

て狂言を観るという多くの観客のために､ 役者の台詞をしっ

かり聞くなどのコツが演じられる前に話され開演しました｡

｢狂言｣ は､ 観て笑って楽しむものということで､ 初めて見

る人にも難しいことはひとつもなく､ 役者のおもしろい表情

や動き､ 台詞のやりとりに会場の皆さんからは何度も笑い声

が起こっていました｡

みんなで可愛川のことを調べたよ
可愛小４年生が制作した新聞を市長に手渡し
可愛小４年生23人は､ 総合学習の時間に可愛川のことを１年間調べてきました｡ 分かっ

たことを地域の人に伝えたいと新聞をつくり配布し､ ２月24日 (水) には､ 児童を代表

して神田
かん だ

颯太
そう た

くん､ 今嶋
いましま

健斗
たけ と

くん､ 田中
た なか

明菜
あき な

さんが､ 浜田市長に新聞を渡しました｡ 中

国新聞社の記者に指導をうけ制作した６ページにもなる ｢清流新聞｣ には､ 年６回の清

掃活動でひろったたくさんのごみの写真や､ 水生生物の調査の結果､ 少し汚い水という

ことが分かったことなど細かく書かれていました｡ きれいな川を未来に残したいという

児童たちの願いに浜田市長は ｢川をきれいにする運動をすすめたい｣ と話しました｡

絵本を好きになってね
全国訪問おはなし隊
キャラバンカーにたくさんの絵本を載せて､ 全国を訪問す
る ｢おはなし隊｣ が､ ２月20日 (土) クリスタルアージョ正
面玄関前にやってきました｡ 子どもたちは､ 車の中に並んだ
絵本をうれしそうに選んで､ お母さんやお父さんに読んでも
らっていました｡ また､ おはなし隊の隊長と市内のおはなし
ボランティアによる絵本や紙芝居の読み聞かせでは､ 話の展
開にあわせてページをめくる速さをかえたり､ お話の途中で
子どもたちに問いかけをしたりと､ 話し手のテクニックに子
どもたちもぐいぐい引き込まれ､ 体を前にのりだして絵本に
くいいるようにしてお話を聞いていました｡
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山
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
年

３
月
20
日
か
ら
４
月
20
日
ま
で
を
林
野

火
災
防
止
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す
く
風
も

強
い
日
が
多
い
た
め
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

草
や
枯
れ
草
を
焼
く
た
め
に
つ
け
た
火

か
ら
林
野
火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
安
芸
高
田
市
内
で
発
生
し
た

33
件
の
火
災
の
う
ち
、
火
入
れ
に
よ
る

火
災
件
数
は
11
件
で
、
火
災
原
因
の
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①

枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
火
災
の
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

②

た
き
火
な
ど
を
し
て
い
る
時
は
そ

の
場
を
離
れ
ず
、
離
れ
る
と
き
に
は

完
全
に
消
火
す
る
。

③

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
や
枯
れ
草
焼
き
を
し
な
い
。

④

た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
と

と
も
に
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

⑤

火
遊
び
は
し
な
い
。

●
平
成
22
年
全
国
山
火
事
予
防
運
動
統

一
標
語

｢

消
さ
な
い
で

小
さ
な
命
の

帰
る
場
所｣

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果(

第
３
回)

問
３お

住
ま
い
の
住
宅
の
建
て
方
は
ど
れ

に
該
当
し
ま
す
か
？

●
一
戸
建
て
・
長
屋
建
て

４
５
４
件

●
共
同
住
宅

(

マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー

ト
な
ど)

22
件

●
そ
の
他

９
件

●
無
回
答

４
件

問
４建

て
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
該
当
す

る
も
の
は
？

●
平
成
18
年
５
月
以
前

４
４
５
件

●
平
成
18
年
６
月
以
降

11
件

●
わ
か
ら
な
い
、
無
回
答

33
件

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
の
う
ち
、
93
％

が
一
戸
建
て
・
長
屋
建
て
で
あ
り
、
91

％
が
平
成
18
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
４
８
９
件
の
内
、

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
済
み
件
数
は

１
１
１
件
で
23
％
し
か
設
置
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

新
築
の
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
18
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
で
も
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設

置
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

日
本
よ
り
先
に
義
務
化
を
進
め
た
米

国
で
は
、
住
宅
へ
の
火
災
警
報
器
の
設

置
普
及
に
伴
い
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
数
が
半
減
す
る
と
い
う
効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

早
期
に
普
及
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
低
減
が
期
待
さ

れ
ま
す
の
で
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

早
め
の
設
置
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
危
険
物
を

一
定
数
量
以
上
取
り
扱
う
場
合
は
、
危

険
物
取
扱
者
の
資
格
が
必
要
で
す
。

こ
の
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

●
と
き

６
月
27
日(

日)

※
広
島
市
、
三
次
市

●
願
書
受
付
期
間

４
月
５
日(

月)

〜
５
月
７
日(

金)

●
願
書
受
付
場
所

 
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
広
島
県

支
部

(

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
８－

23)

●
願
書
配
布
場
所

願
書
は
、
消
防
本
部
と
市
役
所
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申
請

(

受

験
申
請)

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
財
団
法
人
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

【
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

●
お
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
係

２月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

3件

103件

1件

3件

(4件)

(236件)

(2件)

(5件)

米国の住宅用火災警報器の
普及率と死者数の推移
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

第５回春の全国中学生ハンドボール選手権大会
●男子の部
尾川晃一・平田智己・中尾洋介・岸田純哉・今岡裕貴・
住信孝一・品川幸隆・土居駿太・天野佑二郎・秋國亮太・
松田涼太・田邊祥輝・若佐健太・沖田賢 (甲田中学校)

第29回全国高等学校空手道選抜大会
●女子団体組手
山本麗奈 (海田高校)

文部科学大臣旗争奪はまなす杯 第４回全国中学生空手道選抜
大会
●男子個人組手
飛田龍之 (向原中学校)
●女子個人組手
山本優衣 (向原中学校)

JOCジュニアオリンピックカップ第28回全国高等学校アーチェ
リー選抜大会
●男子個人
岩田歩 (吉田高校)
●男子個人
鳴谷大地 (吉田高校)

第35回全日本バトントワリング選手権大会
●ダンストワール高等学校部門
桐原世奈 (吉田高校)
●ソロトワール小学校高学年部門
●ソロストラット 小学校部門
近藤紗代 (可愛小学校)

                
農林水産功労者 (農業部門) 広島県知事表彰
沖田 里史さん

土地改良事業功績者表彰
●団体の部
吉田町埃ノ宮土地改良区
●個人の部
竹島 次郎さん

            

平成21年度広島県教育賞受賞
●学校教育
中村 計助さん (甲田中学校校長)

            

安芸高田市明るい選挙推進協議会

安芸高田市明るい選挙推進協議会が､ この
たび財団法人明るい選挙推進協会から優良活
動表彰を授与されました｡
合併とほぼ同時に設立された本協議会は､
選挙の際の街頭啓発や広報車による投票の呼
びかけなど幅広い啓発活動を展開し､ 特に今
回は､ 中学生を対象とした生徒議会の活動が
全国的に模範になると評価されました｡

      

安芸高田掃除に学ぶ会

９年前から月１回､ 市内施設のトイレなどをボランティアで掃
除されている ｢安芸高田掃除に学ぶ会｣ の皆さんは､ 各町から集
まった24人で活動されています｡ 会が発足したきっかけは､ 当時
の吉田警察署長からトイレ掃除に誘われたことからでした｡
会員は､ 主に自分の住む町の施設を掃除します｡ 朝８時30分か
ら２時間かけておこなう掃除は素手でおこなうため､ 手の表面を
ばい菌から守る効果のあるムースをつけます｡ 素手でおこなうと､
目には見えない汚れが手の先でよくわかるそうです｡ 資源を大切
にするため水は流しっぱなしにせず､ 洗剤は環境によいものを使
われています｡
会員の皆さんは､ ｢掃除後の達成感がなんともいえない｣ ｢汚れ
ていれば汚れているほどきれいになるとうれしい｣ ｢自分がきれ
いにしたトイレは､ 後日､ 見に行きたくなる｣ などと話されます｡
山田正治会長は､ ｢一緒にやりたい人はどんどん参加してくだ

さい｡ 町がきれいになると､ 住んでいる人たちの心もきれいにな
ると思います｡ できるかぎり続けていきたい｣ と話されました｡

参加されたい方は､ 事務局をされている小田さん (℡４２－０
５２２) までご連絡をお願いします｡

便器はもちろん､ 洗面台､ 扉､
壁､ 床､ 蛍光灯なども掃除さ
れる｡

                      

やわらかいヤスリのようなも
のを使うと､ 陶器部分の汚れ
がよく落ちる｡
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
４月２日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成21年12
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成19年10
月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

４月６日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

４月13日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

４月14日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

４月20日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

４月21日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

４月23日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

ハッピープレママサロン (妊婦教室) に
参加してみませんか？

安芸高田市では､ お子さんや保護者が健やかに暮らせ
るよう､ さまざまな母子保健事業を行っています｡ 今回
は､ 妊婦さんと家族を対象に行っている､ ハッピープレ
ママサロンをお知らせします｡ 妊婦さん同士で交流もで
きます｡ 安心して出産・育児を行うため是非ご参加くだ
さい｡

●日 程

●ところ 安芸高田市中央保健センター
●対 象 妊婦さんと家族 (状態が安定している方)
●その他 動きやすい服装でおいでください｡
※３回シリーズで､ いつからでも参加できますが予約が
必要です｡
※託児を希望される方は､ 予約時ご相談ください｡

【１回目】マタニティライフを楽しもう！！
●内 容 ・ママの変化とベビーの成長

～あなたと赤ちゃんの奇跡の10か月～
・すこやかな妊婦生活と安産
・安芸高田市の制度､ 教室のご案内

●持ち物など 母子手帳､ お茶
●担 当 助産師､ 保健師
●費 用 無料

【２回目】輝くママになろう♪
●内 容 ・妊娠期・授乳期ママの栄養mini講座

・妊娠中のデンタルケア (妊娠中のお母さ
んと赤ちゃんのお口の話)

●持ち物など 母子手帳､ お茶
●担 当 栄養士､ 歯科衛生士､ 保健師
●費 用 無料

【３回目】赤ちゃんとの出会い､ キラキラ新生活☆
●内 容 ・赤ちゃんとの生活♪ (沐浴､ 抱き方､ お

むつ替えにチャレンジ)
・疑問・不安を聞いてみよう
・プレママおしゃべり会 (お母さん同士の
交流)

●持ち物など 母子手帳､ お茶
●担 当 助産師､ 保健師
●費 用 無料

【予約申し込み・お問い合わせ先】
保健医療課 ℡４２－５６１９

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～親子でクッ
キング～
４月21日 (水)
10:00～13:00

１歳
７か月児～

(吉田)
クリスタ
ルアージョ
１階 調
理室

４月14日～

４月20日

★親子で一緒に料理
にチャレンジして
みよう！
★持参物：エプロン
(親子とも) ・タ
オル
★参加費：一家族
200円

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

４月16日 (金)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター
３階

４月９日～

４月15日

★お口の発達にあっ
た離乳食をすすめ
よう！
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【乳幼児健康教室】

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
４月７日(水)
10:00～15:00

(美土里)
生涯学習センターまなび

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

４月19日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
児童心理司

要予約 (予約先：
保健医療課)

※心の発達や言葉､ 子育てについて相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

１コース ２コース ３コース ４コース
10：00～11：30 13：30～15：00

１回目 ４月27日 ７月27日 10月26日 １月25日
２回目 ５月18日 ８月24日 11月30日 ２月22日
３回目 ６月29日 ９月21日 12月21日 ３月29日

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
４月22日 (木)
10：00～11：30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

４月28日 (水)
9：30～11：30

入江保育園
℡43－1011 体 験 入 園

※下記の保育園は､ 随時､ 園庭開放を行っていますが､ 行事
の都合などがありますので､ 各保育園にお問い合わせくだ
さい｡
●刈田保育園(℡52－2099) ●八千代南保育園(℡52－3048)
●可愛保育園(℡43－1776)

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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図書館でのおはなし会

●八千代図書館 [おはなし会]
４月17日 (土) 11：15～
八千代人権福祉センター

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
４月10日 (土) 10：30～
田園パラッツォ

●中央図書館
[おはなし会]
４月15日 (木)
対象：０歳から２歳くらいまで 10：30～
対象：３歳から４歳くらいまで 11：00～
クリスタルアージョ２階 研修室203
[絵本と紙芝居のおはなし会]
４月24日 (土)
対象：５歳から９歳くらいまで 14：30～
中央図書館 和室

●甲田図書館 [かみしばい会]
４月17日 (土) 10：30～
ミューズ

子育て支援センター

クリスタルアージョ１階の子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向けのオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい｡ 子どもたち
と遊びながら､ おしゃべりをして､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30

【子育て交流会】
●持って来るもの お茶・タオル・着替え

●お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
〈電話での相談も受け付けています｡〉
●受付時間 月曜～金曜日 8:30～17:30

℡47－1283

と き と こ ろ 内 容
４月８日 (木)
10：00～11：30

クリスタルアージョ
研修室203

一緒に遊ぼう
※０～１歳児対象

４月22日 (木)
10：00～11：30

クリスタルアージョ
研修室203

一緒に遊ぼう
※２～３歳児対象

月日･受付時間 対 象 会 場

４月８日 (木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H18年10月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

４月15日 (木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H20年９月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

４月22日 (木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H21年６月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡
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安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課 栄養士

旬の野菜を食べよう
寒さに耐え､ 冬の間にエネルギーをしっかりとためこ
んだ春野菜は､ 体の新陳代謝をさかんにする｢旬の気｣の
エネルギーがいっぱい詰まっています｡
今月の野菜は玉ねぎです｡早どりの新玉ねぎは早春ご

ろから出回ります｡ 肉厚でやわらかく､ 甘みがありみず
みずしいのが特徴です｡ 肉の臭みを消す力があるので､
肉料理には欠かせません｡ 玉ねぎを食べると､ 胃の粘膜
が刺激されて消化液がたくさん出て消化を助けてくれま
す｡
今回は､ 安芸高田市食生活改善推進協議会向原支部が､
たまねぎを使ったメニューを紹介します｡

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課栄養士
にお問い合わせください｡ (℡ ４２－５６１９)

小学校に入学するお子さんの
乳幼児等医療費助成の申請はお済みですか

昨年４月から､ 乳幼児等医療費助成の対象年齢を小学

６年生までに拡大していますが､ 新１年生になるお子さ

んの受給者証は､ 有効期限が小学校入学前の３月末日ま

でとなっています｡

４月以降の受給者証は､ 新たに申請をしていただいて

からの交付となります｡ なお､ 対象の方には更新申請書

をお送りしています｡

●有効期限が変わります

昨年申請された小学生の方の受給者証は､ 小学校卒業

までを有効期限としていますが､ 今年の新１年生からは

毎年３月31日が有効期限としています｡

ただし､ 有効期限終了日までに､ 自動的に新しい受給

者証をお送りしますので､ 次回からの更新手続はいりま

せん｡

●お問い合わせ先

保健医療課 ℡４２－５６１９

[材料 (４人分)]

玉ねぎ 100ｇ キャベツ ２枚

干ししいたけ ２枚 戻し汁 600cc

豆乳 200cc スープの素 小さじ1/2

塩 小さじ1/3 こしょう 少々

ねぎの小口切り 適宜

[作り方]

①干ししいたけは水で戻し､ せん切りにする｡

②玉ねぎは薄切り､ キャベツはざく切りにする｡

③しいたけの戻し汁と水を合わせた600ccを鍋に入れ､

スープの素と①､ ②を入れて火にかける｡

④具がしんなりしたら豆乳を加え塩で味を調える｡ 好

みでこしょうを振る｡

⑤器に盛り､ ねぎを散らす｡

……………… ……………

……… ……………

……………… ……

……………… ……………

……

野菜の豆乳スープ

断酒会

広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０９０) ４８０２－１８６５
●４月５日 (月) 19：00～21：00
●４月25日 (日) 13：30～15：30
●４月30日 (金) 19：00～21：00
●ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合わせください｡

献血

●とき ４月６日 (火)
10：00～11：00､ 12：00～15：30
クリスタルアージョ

           

健康あれこれ
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３
月
・
４
月
は
学
校
を
卒
業

し
た
り
、
就
職
や
退
職
し
た
り

と
異
動
の
多
い
季
節
で
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
健
康
保
険
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
保
健
医

療
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
合
窓

口
課
に
届
出
が
必
要
で
す
。
届

出
が
遅
れ
る
と
次
の
よ
う
な
不

利
益
を
被
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
国
保
の
加
入
届
出
が
遅
れ
る

と届
出
し
た
日
で
は
な
く
、
国

保
に
加
入
す
る
資
格
を
得
た
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
国
保
を
や
め
る
届
出
が
遅
れ

る
と

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
、
国
保
を
や
め
る
届
出
を

せ
ず
に
国
保
の
保
険
証
で
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
と
、
国
保
が

負
担
し
た
医
療
費
を
返
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
保
の
保
険
税
と
職

場
の
医
療
保
険
料
を
二
重
に
支

払
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
医
療
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
医
療
課

℡
４
２－

５
６
１
９

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き
・
や
め
る
と
き

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
健
診
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

健
診
を
受
け
よ
う
！

健
診
結
果
か
ら
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
！

で
す
。

健
診
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
診
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
期
に
は
乳
幼
児
健

診

(

乳
児
健
診
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
な
ど)

が
あ
り
、
児

童
・
生
徒
に
は
学
校
で
の
健
診
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
し
て
か
ら
は
職

場
健
診
及
び
市
が
実
施
し
て
い
る
健
診
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
、
市
の
総
合
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
３
、
１
０
６
人
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
た
結
果
、
が
ん
及
び
が
ん
の
疑
い
が
あ

る
方
が
７
人
で
、
１
７
５
人
の
方
に
が
ん
以
外
の
疾
患
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
日
ご
ろ
の
身
体

の
状
態
を
把
握
で
き
る
と
同
時
に
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
身
体
の
関
心
も
深
ま
り
、
よ
り
健

康
に
な
ろ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
年
齢
に
応
じ
た
健
診
を
積
極
的
に
受
け

ま
し
ょ
う
！

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

安
芸
高
田
市
で
は
、『

総
合
健
診』

、『

１
日
人
間
ド
ッ
ク』

、『

個
別
医
療

機
関
健
診』

を
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法

３
月
25
日
付
の
通
知
公
報

｢

平
成
22
年
度
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ｣

で
添

付
し
て
い
る
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
保
健
医
療
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

直
接
保
健
医
療
課
ま
た
は
、
各
支
所
へ
ご
持
参
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

●
申
込
締
切

平
成
22
年
４
月
30
日

(

金)

必
着

※
申
込
締
切
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 

   

｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

    

平成21年12月診療分
１人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均 県内順位

一 般 23,308 22,763 14

退職本人 22,673 27,774 21

退職扶養 24,614 21,706 5

全被保険者 23,280 22,985 14

※県内順位……県内23市町で１人当たり費用額が高い順

●国保に加入するとき

こんなとき 届出に必要なもの

他の市区町村から転
入してきたとき

・他の市区町村の転
出証明書
・印鑑

職場の健康保険をや
めたとき

・職場の健康保険を
やめた証明書
・印鑑

職場の健康保険の被
扶養者ではなくなっ
たとき

・被扶養者でなくなっ
た理由の証明書
・印鑑

●国保をやめるとき

こんなとき 届出に必要なもの

他の市区町村へ転出
するとき

・保険証
・印鑑

職場の健康保険に加
入したとき

・国保と職場の健康
保険の両方の保険
証
・印鑑

職場の健康保険の被
扶養者になったとき

●その他

こんなとき 届出に必要なもの

市内で住所が変わっ
たとき

・保険証
・印鑑

世帯主や氏名が変わっ
たとき
世帯が分かれたり､
一緒になったりした
とき

修学のため､ 別に住
所を定めるとき

・保険証
・印鑑
・在学証明書

保険証をなくしたと
き

・身分を証明するも
の
・印鑑



21

｢

24
時
間
保
育｣

体
制
の
確
立

昨
今
の
大
変
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
で
、
子
育
て
を

さ
れ
て
い
る
若
者
の
共
働
き
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
の｢

若
者
定
住｣

を
促
進
す

る
に
は
、
若
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
一

つ
と
し
て
、
行
政
の
保
育
支
援
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
の
現
在
の
保
育
時
間
の
状
況
は
、
平
日

は
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で(

私
立
は

お
よ
そ
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で)

で
す
。

ま
た
、
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
は
平
成
22
年
度
か
ら
前

後
30
分
延
長
し
て
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
30
分
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に｢

24
時
間
保
育｣

を
掲

げ
、
平
成
22
年
度
の
新
規
施
策
と
し
て
、
土
・
日
・
祝

日
も
含
め
た
24
時
間
保
育
体
制
を
施
行
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
保
育
所
な
ど
の
時
間
延
長
や
新
た
に
施
設
を
設
け

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
現
在
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
、
子
ど
も
を
保
育
提

供
会
員
で
あ
る
市
民
に
一
時
的
に
預
か
っ
て
も
ら
う
と

い
う｢

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業｣

の
利
用
時
間
を

拡
大
し
、｢

宿
泊
預
か
り｣

と｢

病
後
児
預
か
り｣

を

追
加
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
体
制
を
実
施
す
る
た
め
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
は｢

保
育
提
供
会
員｣

に
な
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
お
り
、
夏
休
み
を
目
処
に
実

施
出
来
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
は
、
安
芸
高
田
市
の
将
来
を
見
据
え
た

大
切
な
事
業
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理

解
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

  

   

    

現
在
、
安
芸
高
田
市
で
は
、
平
成
20
年
４
月
の
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
の
寄
附
金
控
除
制
を

拡
充
さ
せ
る
形
で
、｢

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度｣

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
に
対
し
貢
献
ま
た
は
応

援
し
た
い
と
い
う
方
々
の
思
い
を
実
現
す
る
観
点
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
制
度
を
見
直

し
、
寄
附
金
の
一
部
を
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
控
除

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
寄
附
先
は
、
出
身
地
に
限
ら
ず
全
都
道
府

県
・
市
町
村
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、｢

ふ

る
さ
と
へ
の
恩
返
し｣

と
い
う
面
と

｢

好
き
な
地
域

を
応
援
す
る｣

と
い
う
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
と
平
成
21
年
度
に
本
市
に
寄
せ
ら
れ

た
寄
附
金
は
、
総
額
で
５
５
８
万
９
千
円
で
す
。
今

後
も
引
き
続
き
、
安
芸
高
田
市
を
元
気
に
す
る
た
め

の
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、

安
芸
高
田
市
を

『

ふ
る
さ
と』

と
し
て
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
方
か
ら
、｢

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金｣

を

募
集
し
て
い
き
ま
す
。

寄
附
金
は
、
寄
附
さ
れ
た
方
が
指
定
さ
れ
る
事
業

に
有
効
活
用
し
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る

｢

人

輝

く
・
安
芸
高
田｣

を
目
指
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

行
政
経
営
課

℡
４
２－

５
６
２
３

寄
附

た
く
さ
ん
の

｢

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金｣

を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４月１日から新しく ｢人権多文化共生推進室｣ が
新設され､ ２つの室が廃止､ 消防本部・消防署の組
織が改編されます｡

●人権多文化共生推進室の新設
あらゆる人権問題の解消に向けた取り組みや､ 男

女共同参画型社会に向けた市民との協働での取り組
み､ 日本に在住している外国人も同じ地域の住民と
して､ お互いに認め合い､ 共に地域づくりをしてい
く ｢多文化共生｣ の理念に基づいて､ 将来の人材確
保への対応などを総合的に推進します｡

●農産物流通促進室と地域高規格道路推進室の廃止
事業の進捗に伴う組織の合理化を図るため､ 農産

物流通促進室は地域営農課へ､ 地域高規格道路推進
室は建設課へ統合します｡

●消防本部と消防署の組織改編
消防本部消防課を消防総務課と消防課の２課に分

け､ 消防署警防第１課と警防第２課を統合し警防課
にします｡

組織改編
４月１日から市役所と
消防本部・消防署の組織が
一部変わります

(単位：円)

年度別

項目

平成20年度 平成21年度 合 計

件数 金額 件数 金額 件数 金額

寄
附
金
使
途

①人が輝く ふるさとづくり事業 3 30,000 0 0 3 30,000

②子どもの笑顔があふれる ふるさとづくり事業 6 291,000 5 222,000 11 513,000

③高齢者が安心して いきいきと暮らせる ふるさとづくり事業 9 385,000 5 1,220,000 14 1,605,000

④歴史と文化の香り高い ふるさとづくり事業 2 20,000 1 100,000 3 120,000

⑤スポーツ活動が盛んな ふるさとづくり事業 2 20,000 1 30,000 3 50,000

⑥市長にお任せ事業 10 260,000 3 3,011,000 13 3,271,000

寄附金総額 32 1,006,000 15 4,583,000 47 5,589,000

20

本
市
は
合
併
後
、
市
民
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
経

営
と
い
う
新
た
な
改
革
の
視
点
に
立
ち
、

行
政
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

図
る
中
で
、
財
政
の
健
全
化
を
強
力
に

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
市
の
財
政
状
況
が
今
後

さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、｢

第

２
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱｣

を

策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継

続
し
つ
つ
、
新
た
な
課
題
に
も
不
断
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
合
併
後
の
行
政
改
革
の
効
果

平
成
16
年
３
月
１
日
の
合
併
後
、
本

市
を
取
り
巻
く
厳
し
い
財
政
状
況
や
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
様
々
な
課
題
に
対

応
し
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

平
成
17
年
４
月
に

｢

安
芸
高
田
市
行
政

改
革
大
綱｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
全
庁
あ
げ
て

実
施
計
画
を
策
定
し
、
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
５
年
間
の
改
革
に
よ
る

効
果
額
は
、
主
た
る
も
の
の
累
計
で
34

億
４
千
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

●
第
２
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱

本
市
の
将
来
像
で
あ
る｢

人
輝
く
・

安
芸
高
田｣

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

｢

総
合
計
画｣

を
着
実
に
実
行
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
本
当
に
幸
せ
を
感
じ
、

満
足
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
改
革
大
綱
は
、

こ
の

｢

総
合
計
画｣

を
着
実
に
実
施
す

る
た
め
の

｢

組
織
戦
略｣

と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
実
施

に
当
た
っ
て
は
全
職
員
が
共
通
認
識
を

図
り
、
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

大
綱
の
内
容
は
、
３
つ
の
理
念
を
基

底
に
す
え
、
６
つ
の
視
点

(

改
革
の
ポ

イ
ン
ト)

に
基
づ
い
て
、
行
政
改
革
を

的
確
に
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
も
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
継

続
す
べ
き
も
の
や
、
見
直
し
を
必
要
と

す
る
も
の
は
見
直
し
を
行
っ
た
う
え
で
、

引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

【
実
施
期
間
】

安
芸
高
田
市
総
合
計
画
の
後
期
期
間

に
あ
わ
せ
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

●
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
の
特
徴

第
２
次
行
政
改
革
大
綱
は
次
の
視
点

が
特
徴
で
す
。

１
つ
目
は
、
視
点
２
の

｢

事
務
事
業

の
大
幅
な
見
直
し
と
民
間
活
力
を
活
用

す
る
改
革｣

で
す
。
健
全
な
財
政
運
営

を
目
指
す
う
え
で
事
務
事
業
の
点
検
は

必
至
で
、
平
成
22
年
度
よ
り
す
べ
て
の

事
務
事
業
を
点
検
し
、
廃
止
で
き
る
も

の
は
廃
止
し
、
ま
た
、
民
間
に
委
ね
る

こ
と
の
で
き
る
も
の
は
積
極
的
に
民
間

に
委
ね
て
い
く
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
視
点
４
の

｢

施
設
の
適

正
配
置
と
財
産
の
有
効
活
用
を
促
進
す

る
改
革｣

で
す
。
特
に
、
学
校
な
ど
施

設
の
適
正
配
置
は
、
平
成
21
年
度
す
で

に

｢

学
校
規
模
適
正
化
委
員
会｣

や

｢

幼
保
一
元
化
検
討
委
員
会｣

で
、
学

校
や
保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
の
将
来
を

見
据
え
た
適
正
な
規
模
や
、
配
置
の
あ

り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
第
２
次
行
政
改
革
期
間
中
の
早

い
段
階
で
計
画
を
策
定
し
、
当
該
計
画

に
基
づ
き
施
設
整
備
な
ど
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
第
１
次
の

行
政
改
革
に
比
べ
、
踏
み
込
ん
だ
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
改
革
の
推
進
と
進
行
管
理

大
綱
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
に
は
実

施
計
画
が
必
要
で
あ
り
、
大
綱
策
定
後

に
１
３
９
項
目
か
ら
な
る
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
行
政

改
革
実
施
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
市
行
政
改
革
推
進
本
部
で
、
実
施

計
画
進
行
管
理
表
に
よ
り
進
捗
状
況
の

管
理
を
行
い
ま
す
。

※
第
２
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

行
政
経
営
課

℡
４
２－

５
６
２
３

行
政
改
革

第
２
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
ま
し
た

第２次安芸高田市
行政改革大綱

【３つの理念】
●理念１
｢参画・協働｣ の推進
●理念２
｢選択と集中｣ への転換
●理念３
｢経営基盤｣ の確立

【６つの視点 (改革のポイント) 】
●視点１
｢情報の共有化と協働のまちづ
くりを充実させる改革｣
●視点２
｢事務事業の大幅な見直しと民
間活力を活用する改革｣
●視点３
｢財政の健全化に徹した改革｣
●視点４
｢施設の適正配置と財産の有効
活用を促進する改革｣
●視点５
｢人材育成と行政経営システム
を定着させる改革｣
●視点６
｢効率的な組織機構の不断の見
直しと定員適正化に対応した改
革｣
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